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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公表番号】特表2015-506839(P2015-506839A)
【公表日】平成27年3月5日(2015.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-015
【出願番号】特願2014-542640(P2014-542640)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ   1/19     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ  35/32     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  14/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ   9/14     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ 103/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ    1/19     　　　Ｚ
   Ｂ２３Ｋ    1/00     ３３０Ｚ
   Ｂ２３Ｋ   35/32     ３１０Ｂ
   Ｃ２２Ｃ   14/00     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｊ   35/10     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｊ   35/10     　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｊ   35/10     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｊ    9/14     　　　Ｍ
   Ｂ２３Ｋ  103:18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の非金属部分（１０；２６）をろう付け接合層（１２；２８）を介してＭｏ、Ｍｏ基
合金、ＷまたはＷ基合金から成る第２の金属部分に面状に接合することによる耐高温性接
合体（２；２２）の製造方法において、以下の工程
Ａ）第１の部分（１０；２６）、第１のＺｒろう（３２）および中間層（３４）から成る
第１の積層体をこの順序で作り、その際中間層（３４）の少なくとも９０原子％がＴａ、
ＮｂおよびＷの少なくとも１つの元素から形成される、
Ｂ）第１のろう付け工程においてこの積層体を、Ｚｒろう（３２）は溶融するが中間層（
３４）は溶融せずに部分接合体（３８）が得られるように加熱する、
Ｃ）部分接合体（３８）、中間層（３４）に境接する第２のろう（４０、４２）および第
２の部分（６；２４）から成る第２の積層体をこの順序で作り、その際第２のろう（４０
、４２）がＴｉ、Ｔｉ基ろう組み合わせ、Ｖ基ろう組み合わせ、ＺｒまたはＺｒ基ろう組
み合わせの群の厳密に１つの材料から形成され、この材料が第２の積層体において第１の
Ｚｒろう（３２）よりも低い温度で溶融するように選ばれる、
Ｄ）第２のろう付け工程において第２の積層体を、第２のろう（４０、４２）は溶融する
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が第１のＺｒろう（３２）から得られたろう付け接合は溶融しないように加熱する、
を有することを特徴とする耐高温接合体の製造方法。
【請求項２】
　第２のろう付け工程において到達する最高炉温度が、第１のろう付け工程において到達
する最高炉温度よりも少なくとも１００℃低いことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　第１のろう付け工程における最高炉温度が１８００℃～２０００℃の範囲にあり、第２
のろう付け工程における最高炉温度が１５５０℃～１７２０℃の範囲に調整されることを
特徴とする請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　第２のろうの材料が、第２の積層体において１５５０℃から１６８０℃の範囲の融点を
有することを特徴とする請求項１から３の１つに記載の方法。
【請求項５】
　第２のろう（４０、４２）が、以下のろう、
・Ｔｉろう、
・Ｔｉ－Ｖろう組み合わせ（４０、４２）、
・Ｚｒろう、または
・Ｚｒ－Ｔｉろう組み合わせ
の厳密に１つから形成されることを特徴とする請求項１から４の１つに記載の方法。
【請求項６】
　第２のろうが、１２原子％～５０原子％のＶと、残部がＴｉとからなるＴｉ－Ｖろう組
み合わせ（４０、４２）により形成されることを特徴とする請求項１から５の１つに記載
の方法。
【請求項７】
　部分接合体（３８）の中間層（３４）の表面が、第２の積層体の製造前に機械加工され
ることを特徴とする請求項１から６の１つに記載の方法。
【請求項８】
　中間層（３４）の平均厚さが、０．１ｍｍ～２ｍｍの範囲であることを特徴とする請求
項１から７の１つに記載の方法。
【請求項９】
　第１のろう（３２）の平均厚さが８０μｍから５００μｍの範囲であり、第２のろう（
４０、４２）の平均厚さが３０μｍから４００μｍの範囲であることを特徴とする請求項
１から８の１つに記載の方法。
【請求項１０】
　第１の部分（１０；２６）がＣ基材料から形成され、第２の部分（６；２４）がＭｏま
たはＭｏ基合金から形成されることを特徴とする請求項１から９の１つに記載の方法。
【請求項１１】
　第１の部分が、セラミックから形成されることを特徴とする請求項１から９の１つに記
載の方法。
【請求項１２】
第１の部分（１０；２６）並びに第２の部分（６；２４）が、それぞれＸ線陽極（２；２
２）の構成部材の一部を形成することを特徴とする請求項１から１１の１つに記載の方法
。
【請求項１３】
第１の非金属部分（１０；２６）がろう接合層（１２；２８）を介してＭｏ、Ｍｏ基合金
、ＷまたはＷ基合金から成る第２の金属部分（６；２４）に接合され、
その際第１の部分（１０；２６）が、Ｚｒろう（３２）から形成されるろう付け接合を介
して少なくともコア範囲が少なくとも９０原子％のＴａ、ＮｂおよびＷの少なくとも１つ
の元素から形成される中間層（３４）に接合され、
その際中間層（３４）が、Ｔｉろう、Ｔｉ－Ｖろう組み合わせ、ＺｒろうまたはＺｒ－Ｔ
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ｉろう組み合わせから形成される第２のろう付け接合（４０、４２）を介して、第２の部
分（６；２４）に接合されることを特徴とする耐高温性接合体。
【請求項１４】
第２のろう付け接合（４０；４２）が、１８６０℃を超えない再溶融温度を有するＴｉろ
うから形成されることを特徴とする請求項１３記載の耐高温性接合体。
【請求項１５】
　第２のろう付け接合が、１７８０℃を超えない再溶融温度を有するＴｉ－Ｖろう組み合
わせ（４０；４２）から形成されることを特徴とする請求項１３記載の耐高温性接合体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００２/００８５６７８号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１１/０１０３５５３号明細書
【特許文献３】特開２０１０－１４０８７９号公報
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